
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．薩摩川内市甑島の概要 

薩摩川内市は、鹿児島県の薩摩半

島の北西部に位置し、本土区域と、

甑島区域で構成されています。 

甑島は本土から西へ約30キロ、東

シナ海に浮かぶ上甑島・中甑島・下

甑島の３島で構成された国定公園に

も指定されている風光明媚な離島で

す。 

 

２．活動開始の背景・経緯 

 東シナ海の小さな島ブランド株式

会社（通称＝island company）は、

代表を務める山下氏の、ふるさとの

原風景を失った悔しさを原点に、地

元に住む人が地元愛と郷土への誇り

を持ちながら、次の世代によりよい

ふるさとを残していくために、耕作

放棄地の再生にはじまり、集落の風

景をつくる多様な事業を展開してい

ます。 

 

山下商店甑島本店 

 

スタッフ集合写真 

 

３．島の日常にある価値 

東シナ海の小さな島ブランド株式

会社が運営する拠点は、古民家や公

共施設等を改修・利活用しており、

その土地固有の景観や建物の歴史を

活かした空間づくりを行っています。 

２０２１年には同社の子会社とし

て「島守株式会社」を創業。空き家、

遊休不動産等の保守管理や運用等に

関する事業、UI ターンなどの移住・

定住や交流人口の拡大を創出する事

業、人材育成のための研修各種スク

ールやクリエイティブの制作事業の

企画運営事業全般を担っています。 

甑島が持つ歴史や文化（ストーリ

ー）、甑島の日常の風景・体験に価値

を見出し、地域資源の活用に尽力し

ています。 

 

旧中甑港 地域活性化施設 

「コシキテラス」 

 

４．失われていくものに光を 

東シナ海の小さな島ブランド株式

会社の活動は、飲食業や観光事業、

通販事業等の多角的な事業展開に加

え、空き家や公共施設等を改修・活

用した滞在拠点や交流拠点などの地

域の拠点づくり（かつての風景の再

現）等を通じて、甑島が持つストー

リーや甑島の何気ない日常の風景や

体験に価値を見出すことをコアバリ

ューとしています。 

少子高齢化・過疎化が進行する離

島において、失われていく古き良き

ものに光を当て、空間や暮らしの再

生に繋げようとするものであり、地

域の課題解決のみならず、未来に必

要とされる集落運営のために多様な

事業を通じて島内外に広く発信・遡

及しています。 

築150年を超える古民家を改修し

たパンと週末喫茶「オソノベーカ

リー」 

 

５．若年層移住者の雇用を創出 

東シナ海の小さな島ブランド株式

会社では十数名の雇用を創出してお

り、社員の約半数はＵＩターン者で、

多くが４０歳未満です。 

現在のスタッフおよびパートナー

数は、1５名となっており、全国から

のＵＩターン者を多く雇用し、３９ 

歳以下の若年層が、94%を占めていま

す。 

また、女性比率が７割と高く、地

域課題でもある人材不足などの課題

を改善し、働きやすい環境づくりに

も取り組み、ローカル企業の魅力化

を行っています。 

 

U/I ターン比は 3:7、スタッフの

94%が39歳以下 

 

同社の活動は、地域の理解・協力

を得ながら島の集落（コミュニティ）

等と一体となって事業を推進してお

り、一連の活動に共鳴して移住する

若者もいるなど、少子高齢化・担い

 

 

 

 

地域づくり表彰 

東シナ海の小さな島ブランド株式会社 

（鹿児島県薩摩川内市） 

地域の課題を価値へ 

－土地の文脈を耕し、記憶に残る風景をつくるー 

東シナ海の小さな島

ブランド株式会社 
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手不足の進行する甑島において、生

産人口や雇用等の増加に寄与し、地

域の活性化はもちろんのこと、その

取組により甑島の認知度は向上し、

観光誘客にも繋がっています。 

中長期的な取組として、若手の育

成に向けた高校生向けのキャリア教

育や起業・創業支援などにも取り組

んでいます。 

 

６．島同士の広域的な連携 

小規模離島やへき地と呼ばれる条

件不利地域である島において、島単

位や自治体単位での課題解決をする

という形式での取り組みが先行し、

リソースが限られているにも関わら

ず横の繋がりが生まれにくい現状が

ありました。 

２０１９年に鹿児島県の南北６０

０キロに点在する有人離島２８島か

ら「挑戦が生まれる海域をつくる」

ことをミッションとした、実践型コ

ミュニティ「鹿児島離島文化経済圏

（通称：リトラボ）」を設立しました。 

リトラボにおいて信頼のおける関

係資本を構築し、島内外のサポータ

ーやファンづくりに取り組み、鹿児

島離島を応援する個人や団体、法人

など計１２５社以上の事業サポータ

ーが所属しています。 

 

 

鹿児島離島文化経済圏フィール

ドワークの様子 

 

島や自治体という枠組みを超えて

「海域」という文化経済圏での新た

な地域間連携や事業者への伴走支援

を実施して、離島地域の喫緊の社会

課題でもある産業創出と雇用の確保

ならびに交流人口の拡大に積極的に

取り組んでおり、甑島における移住

体験プログラム「トライアルステイ」

や、鹿児島県内離島の交流企画「か

ご島インターン」の実施及び移住の

実績もあります。 

その他にも、鹿児島離島における

様々な社会課題に対して、地域間連

携や企業マッチング、新商品開発や

コンセプトブランディング等の手法

により、「ＦＩＳＨＥＲＭＡＮＳ Ｆ

ＥＳＴ」や、「＆ ｉｓｌａｎｄ」、「琉

球弧サミット」など、地域課題を価

値に変えていくビジネスを推進して

きました。 

 

ＫＯＳＨＩＫＩ ＦＩＳＨＥＲ

ＭＡＮＳ ＦＥＳＴの様子 

 

また、奄美群島のＵＩターンを促

進させる県のキャリア教育事業、観

光プロモーションのための動画撮影

や企業パンフレットなどのクリエイ

ティブ関連、小規模事業者の個別支

援などの委託を受けるほか、屋久島

における食品の生産から物流までの

仕組みづくりを行う合弁会社等も設

立し、それぞれの固有の地域課題に

対して個別のプロジェクトを立ち上

げています。 

鹿児島離島文化経済圏での活動を

通して、県内の離島との新たな関係

性の構築が進んでいるほか、離島で

の地域づくりの好例として、県内外

からの視察受け入れなど、関係人口

の増加につながっています。 

 

視察等にも使用するコワーキン

グスペース「mirai studio しまと

りえ」 

７．課題と展望 

２０２４年より、会社ビジョンを

刷新し「人生に、島を。」を掲げ、離

島密着企業として、日本の島嶼地域

を代表するリーディングカンパニー

を目指し、甑島地域を主なフィール

ドにする他、種子島と沖永良部島に

もサテライトオフィスを構えていま

す。 

また、鹿児島離島文化経済圏のネ

ットワークの活用をベースに、産業

の担い手育成による事業化支援、雇

用創出、地域の働く場づくりと地域

活性化などの課題解決に向けた取り

組みを推進しています。 

離島間のみならず他地域との連携

を促進させ、特に「人」「もの」「金

融」「情報」などあらゆる事業の障害

となる要因を減らし多くの挑戦が生

まれる地域（海域）となることを目

指しています。 

その取り組みの一つとして、鹿児

島県では初となるローカルコミュニ

ティ財団「かごしま島嶼ファンド」

を２０２５年４月の設立に向け、準

備中です。

 

 県内の有人離島とネットワーク

を形成し課題解決へ 

 

 

 


